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区切り順に ”Libro” を「巻」，“Título” を「編」，”Capítulo” を「章」，“Sec-
ción” を「節」，”Artículo“ を「条」とした。条内における区切りの名称お
よびその表記は以下の通りとした。




















ときは文を分けた。特に，“salvo que ～”「～はこの限りでない」と “sin
原典 本翻訳における表記 読み























において確立している用語を選択した。”pneas privativas de libertad” を
「自由刑」，”medidas de seguridad” を「保安処分」，”libertad condicional”




dad” と ”responsabilidad” とを使用するが，前者は犯罪論体系上の「責
任」を，後者は（有責性だけでなく違法性も含んだ）全体的なあるいは
（民事責任も含んだ）一般的な「責任」を意味する。そこで，”responsabili-











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③ その 低期間は10日， 大は２年である。法人に科せられる罰金刑は，
その 大期間を５年とする。



























































































































































































































282 （桃山法学 第33号 ’20）
第33条第７項の b文および e文に定める制裁を無期に科すため，なら




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































324 （桃山法学 第33号 ’20）
⑤ 本条に定める抹消のための要件を充足しているにもかかわらず，抹消
がなされなかったときは，裁判官又は裁判所は，その状況が認められる
ときには当該前科を考慮しない。
第137条 この法律または他の法律の定めるところにより課された保安処
分の登録は，各処分が履行され，または時効にかかったときに抹消され
る。それまでの間，法律の定める場合に，裁判官または裁判所もしくは
行政官庁に対して名簿から交付される調書にのみ記載される。
（第１巻総則部分おわり）
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